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たたわみによる最大曲点で厚さ 0.5mm の板目試片を, あての見られる方とこの反対側から
切り出し試料とした｡
Ⅹ線回折像は,理学電機製 ロータユニッ トRU-3型と, ラウニカメラを用いて求めた｡試
料間隔は 5cm,出力は 40kV,40mA で Cu-Kα線を用いて 20oC,相対湿度45%の室内で撮
影した｡
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反対側からミクロー ムにより厚さ 20〃の板 目切片を連続的に得てこれを炉乾し,約10枚ず
つ (3-6mg)一回の測定に使用した｡
リグニンの定量は JoHNSON らの方法15'を若干修正 し,次のように行なった｡ まず試料を秤
量 しアセチルプロミド←酢酸溶液 (1:3,Ⅴ/v)2ccを入れた栓つき試験管に入れ 70｡Cの湯
浴中に45分保持する｡この間約10分毎に試験管を軽 く振るようにする｡これを 15｡Cに冷却後
2N水酸化ナ トリウム溶液 1･8ccおよび酢酸 10ccを入れた 50ccメスフラスコ中に移して




3. 実 験 結 果
3.1 曲げ
Fig･1(a)の固定方法を用いて行なったスギの実験結果のうち1968年 5月よりのものをFig.
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たものが Fig.6-9である｡ これらの図は次式より求めたものである｡
の PL
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KBr錠剤法によって得られた あてとその反対側, および対照材の IR スペクトルの うち













Fig･14 Examples ofinfrared spectra of
thexylem ofSUGItreesformedduring











の (A),(B)に,ポプラについては Photo･5の (A)I(ら)にそれぞれ示すto
スギの場合, あての形成されている下側において, 赤違を-だてた002面の回折像の 間隔
が,上側に形成された部分のそれに比して大きい｡このことは･あての部分では反対側に比し
て ミセル傾角が大きいことを示している｡またあての部分では子午線上にもぼんやりした回折
像が見られる｡W ARDROP はこれについて ミセル 傾角が大きくなった場合に子午線をへだてた
2つの002面の回折像が互いに重なり合ったためだとしている17'が,あての場合には Sl層が
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(A) (B)
Photo.4 TheX-raydiagram ofthexylem ofSUGItreeformedduringtheexperiment






Photo.5 TheX-raydiagram ofthexylem ofpoplartreeformedduringtheexperiment
(a)in Fig.1. (A)and (B)indicatetheloweranduppersideoftheportionofthe
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